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要旨 ： 早期に 型 枠を外 し た場合の 構造 体 コ ン ク リ
ー

ト表 面の 乾燥抑制対策 と し て ，各種被膜

型養生剤お よ び 保水シ ー
トの 性能が コ ン ク リー トの 強度お よび耐久性 に及 ぼす影響に つ い

て実験的に検証 した。そ の 結果，保水 シ
ー

トを用 い た場合は暴露環 境に よ らず封縅養生 した

場 合 と ほ ぼ 同等 の 乾燥抑制 効果 が 確認 され た 。一
方 ， 被 膜型養 生 剤 を用 い た 場 合は水 分 が 逸

散 す る 結果 が得 られ，塗布 方法 によ っ て は 十分 な効果 が得 られ な い 場合が ある こ とが判明 し

た。また ，養生剤 を塗布 し た供試体 の 圧 縮強度や 中性化 深 さは供試 体 の 水分蒸発 量 と高 い 相

関が あ り，水分が逸散する こ と で 大きい 細孔が 多くなる傾向に あ る こ とが確認 され た。
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1．は じめ に

　養生 は コ ン ク リ
ー

ト構 造 物 に 所 要 の 性 能 を付

字す るた め に必要 な作業 の 工 程 であ る。若 材齢

時 の コ ン ク リ
ー

トは ，まだ 密実な硬 化組織 が形

成 され て お らず 表 面 か ら水 分 が 逸散 しや す い 傾

向 に あ る 。
こ の た め ，

一
般 に は 型枠 の 存置期 間

を で き る だ け長 く し，コ ン ク リ
ー

トの 表 面 が直

接 外気 に さらされ な い よ う配慮 して い る。しか

し，型枠の 存置期間は，工 事の全体 L 程や仮設

計画 に も大きな影響 を及 ぼす こ とか ら，実際 の

コ ン ク リ
ー

ト工 事 の 施 工 で は ， 型枠 の 取 外 し が

可能 な最小 限 の 強度 が 発 現 した 時 点 で 脱 枠す る

場 合も多 い 。

　早期 に型枠 を外 した場合 の 構造体 コ ン ク リ
ー

トの 乾燥防止 策に は ，散水す る以外 に保水シ ー

トの 貼 付，被膜型養生剤 の 散布 な ど が あ る。 こ

れ らは い ずれ も作業手間 が 少 な い 簡便な対策で

ある が ，そ の 効果は施工 の 良否に左 右 され ，ま

た 必ず しも定量的な評 価が な され て い ない 。そ

こ で ， 各種被膜養 生 剤お よび保水 シ
ー

トを用 い

た 場合 を対象 に 若材 齢時 にお ける養 生 条件 の 相

違が コ ン ク リ
ー

トの 圧縮強 度お よび各種 耐 久性

に及 ぼす影響に つ い て 実験的 に検証 した c

2．実験概要

2．1 検討要因

　検 討要因 と水準を表一1 に 示す。養生材料に は

被膜養生剤 4 種類お よび保水 シ
ー

トの 計 5 種類

を使 用 し た 。比較 の た め に 封 緘お よ び 気 中養生

し た場合 も検討 し た。型枠 の 脱枠材齢は 1 日，3

日 お よび 7 日，暴 露環覧 は屋 内 と屋外 と した。

2．2 使 用材 料 および配 合

　（1）コ ン クリ
ー ト

　 コ ン ク リ
ー

トの 配 合 と品質試 験 結果 を表一2

に示す n

一
般 的な 士木 構造物 に 用 い られ る コ ン

ク リ
ー

トと し て ，高炉 セ メ ン ト B 種 を用 い た呼

び 強度 24 の レ デ ィ
ーミ ク ス トコ ン ク リ

ー
トを使

用 し た。

表
一1　検討要 因お よび水準

検 討 要 因 水 　 準

A 水 性 パラフ ィン ワックス 系一一． 一一一 ．一一一一一「
B ゲリコ

ー
ル エ ーテル 系，一 ．一 一 一一 一 一 一．

C 塩 化 ビニ リデン 系ラテックス

養 生 方法

　　　　　．
D ア クリル 系合 成樹 脂

E アクリル 系保湿粘着剤（保水 シ
ー

ト〉

気 中　 　 　 養 生剤 を適 用 した

封緘　　　 供試体との 比較

脱枠材齢 1日，3 日，7日

環 境 条件
1 屋 内 ；（20QC60％ RH 恒温 恒湿室）　　　　　　　　　　　　　　．−
2 展 外 ：（3月中旬 より半 年 間暴 露 ）

＊ 1　 （株）大林組

＊2　（株）大林組

＊3　 （株）大林組

技術研究所

技術 研究所

技術 研究所

土木材料研究室材料施エ グル ープ主任　工修　　（正 会員）

土木材料研究室材 料施 工 グ ル
ープ長　 工修　　（正 会員）

副所長　 工 博　　（正 会員）
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表一2　実験に使用 し た コ ン クリ
ー ト （24−12−20BB ） の 配 合およ び品質試験結果

単 位量 （kg加
3
） 標 準養 生の 圧縮 強 度 （N〆mm2 ＞水 セメント比

　 （％ ）

細 骨材 率

　 （％ ） WCSGAD

　　n
スランプ

（cm ）

空 気量

（％ ）

コンクリ
ー
ト温 度

　 （℃ ） 3日 7 日 28日 91日 182日

58．544 ．916528382010293 ．6810 ．05 ，610 、212 ．422 ．037 ，246 ．848 ．4
【BB】：ブレーン 値 3800cm2fg．密度 3．04g／cm3 ，【S】：表乾密度 2．63g／cm3 ，【G】：表乾密 度 2．6Bgfcms，【AD 】；AE減水剤

表
一3　実験に用 い た各種 養生剤 の 標準塗布量 と供試 体形状毎 の 塗布量

銘 柄 比 重
供試体毎の 塗布量

※ 1

分 類 標準使用 量
φ10x20 。 m10xlQx40cm31 ．5x22 ．5x5 ，5　 cm

養生 剤

ABCD　水性 パ ラ フィン ワ ッ クス 系

　 グリコ
ール エ ーテル 系

一篳化ビ子リデン系ラテック〜く

　　ア ク1丿ル 系合成衡脂

1．170
、80　．．．

1．030
．96

200　 （ml ／m2 ）

15P　 （9／mZ ＞

300
※2

〔ml ／m2 ）

120
栄 3

（〆mZ ）

16　　 （ml ）　．． 一一
12　　 （9）

24　　 （mD

10　　 （9）

　 　36　 　 （ml ）一．．． ．．一 ．．一一
　 27　　 （9）

　 　54　 　 （mD

　 22　 （9ア

　 　 14　 　 〔ml ）．．．一． ．一．
　　 11　　 〔9）

　 　 21　 　 （ml ）

　　 9　　 （9）

保水シ
ート E アクリル 系保湿 粘着 剤

一 一 一 一 一

※ 1 ：表 面積 （φ10cmx20cn1）O．0785m2 、（10cmx10cm × 40cm ）0．18m2．（31．5cmx22 ．5cmx5 ．5cm ）O．07m2
※ 2 ．5倍希釈液 ※ 3 ：2倍希釈液

表一4　コ ン クリ
ー トの 試験項目および試験方法

試験項 目 試 験方法 （準 拠 規準 ） 供 試 体 形 状 〔cm ）

試 験 1水準

あたりの

供献体敬

水分蒸発量 試験
〔参考 〕【AS 下M　C　156】Standard　Test　Method「6r　Water　Retention　by　Conorete 　Guring　Mater 「aI

コ ン クリート打込み 径の 水分 蒸発量を，経時的な質量変化 に よ っ て 求め る
31．5x22 ．5　x　5、5 2

圧縮強度試験 【J！SAlIO8 −1999 】コ ン クリ
ー

トの 圧 縮強度試験 方法 φ10x20 3

促進中性化試験 材齢 91日後 の 各供鼠体に つ い て ，温度 30 ± 2℃ ．相対湿 度50 士 3％ ．炭酸濃度 5 ± 0．5％ 環境下で 55 日閲暴露 φ10x20 3

長さ変化試験 【JlSA1129
−1−2001 】モ ル タル及 びコ ンクリートの 長さ変 化 試験方法 （ダイヤ ル ゲージ法） 10x10x40 3

細孔 径分布 試験
日 本ニ ン クリ

ー
ト工 学協会 「コ ン クリ

ー
トの試 験

・
分析マ ニ ュア ル 」2000 ．5

5．3．7微構造／ 組織 の 分析〔3）空隙率，細孔径 分布の 測定方法，F−3水銀圧 入 法

強度 試験終 了後の コ ン

クリ
ー

ト塊表面 から2。m
以内で採取

1

※ 促 進 中 性 化 試験 で 使用 した φ10x20 供試 体は ．円柱中心か らの 半径が 5Dmm で あり，表面か らの 深さが 50mm 程度であるコ ン クリートを対 象とした水分 蒸発量試験 の 試験
結 果との 整合を図 っ た。

　（2）養生剤

　実験に 用 い た 各種養生剤 の 分類お よ び メーカ

ーが 推 奨す る 標準塗．布 量 を表
一3 に 示す。供試体

の 表面積 あた り の 塗布 量 も記 し た。

2．3 試験方法と試験水準

　 コ ン ク リ
ー

トの 試 験方法 を表
一4，試 験水準 を

表
一5 に 示す D 供試 体の 脱枠は ，材齢 1，3 お よ

び 7 日の 3 水準 と した。なお，水分蒸発量試験

の 場合は ，上 記材 齢に て 矩形 コ ン ク リ
ー

ト供 試

体 の
一・

面 の み を露出させ ，乾燥開始材齢 と し た 、

　（1）水分蒸発量試験

　平面 寸法が 31．5× 22．5cm ， 深 さ 5cm の 皿 形 の

プ ラ ス テ ィ ッ ク製容器に 打ち込 ん だ コ ン ク リ
ー

トに つ い て ，打 込 み 表 面 か ら の 水 分蒸発 に 伴 う

供試体 の 質量減少 量を測定 し た。養生剤塗布直

後の 供試 体質量 を基準 と し，乾燥後 の 供
．
試体 の

質 量 と の 差 を 露 出 面 積 で 除 し た 水 分蒸 発 量

〔gん m2 ）， お よび残存質量差を フ レ ッ シ ュ コ ン ク

リー
トに含 まれ る単位水 量 の 測 定結果 よ り算出

され る供試 体の 含有 水分 量 で 除 した水分 蒸発 率

（％） を求 め た
。

　（2）圧縮 強度試験 および長さ変化試験

　圧縮 強度試 験 に お い て ，養生剤 を塗布 し た供

試 体 は 養生 剤が表面 に 付 着 した 状態で ，保水 シ

ー トを貼付 し た 供試体は 試験直前に シ ー
トを剥

い だ状 態で 載荷 した u 長 さ変化 試験は，脱枠 し

て 養 生 し た 直後 の 供
．
試体 の 長 さを初期値 と し ，

20℃ 60％ RH の 条件 F で 供試 体長 さを測定 し た 。

　（3）促進 中性化試験

　各種養生対策を講 じ た供試体を材齢 91 日ま で

所定 の 環境下 で 暴露 した 。そ の 後 ，供試体の 両

端 面 を エ ポ キ シ 樹脂 に よ り被覆 し，温度 30± 2℃
，

相対湿度 50 ± 3％ ，CO ユ濃度 5 ± 0．5％ の 環境 下 で

56 日間暴露 し た。中性化 深 さの 判 定は，供試体

の 割 裂面に フ ェ ノ
ー

ル フ タ レ イ ン 溶 液を噴霧 し，

供試 体側面か らの 無変色 部分の 深 さを測定 した．
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表
一5　コ ン ク リ

ー
トの試験 水準

脱 枠

材齢

（日〉

養生 方 法
水 分 蒸 発 量 圧 縮強 度 促進

中 性 化

長 さ変化
細 孔 径
分 布

3d　　7d　 28d　 91d　182d3d 　 7d　 28d　 91dEl82d 7d　 2呂d ．91d　 182d91d

1

封緘養生

養 生 B、G 、E
気 中養 生

0 　 0 　 0 　 0 　 0　 　 ．．一．．−
O 　 O 　 O 　 O 　 O
o 　 o 　 o 　 o 　 o

O 　 O 　 O ．O 　 O
σ

』
○

』
o

幽
olo　 　 　 ．

O 　 O 　 O 　 O 　 O

o−． 一．
●

●

．
一一　 　 1　 　 ．一．
　 I

　 I
：

oOo

3

養 生 AD

養生 B．C ．E−一一一一一
気 中養 生

　 ● 　 　● 　 　● 　 　●

　 ●　 ●　 ● 　 ●．．L ．．・一．」 一一
　 ●　 ■　 ●　 ●

● 　 ● 　 ● i ■唱　　　　　　　　　　　　　　L

● L9 画 ，●

●　 ●　 ● 2 ●

●

璽
●

0 　 　010 　　0

0　 010 　 0　 　 ．
0　 0 　 0 　 0

7
養生 B，C ．E
気 中養 生

．†　 ←
o 一コ 　

o

　 　 O 　　O 　　O
一 一

・8÷ 号
．一璽一

●

一一
＋
一一1 −一． ．一

【獲生後 の 暴 露 環 境】 0 恒 温恒 湿 室（2D± 2
°
C，60± 5％ RH ）の み ，● ．恒温 恒湿室または降雨 の 影 響を受ける乾 湿を伴う屋 外

（a）ヘ ラによ る塗布状況　　　 （b）霧吹きに よる噴霧状況　　　（c）保水 シー ト貼付 完了状況

　　　 写真
一1　各種供試体 へ の養生剤 の 塗布 および保水 シ

ー
トの 貼付状 況

　（4）細孔径分布測定

　材齢 91 日の 圧縮強度試験後 の 供試体 よ り表面

か ら 20mm の 範囲で 試料採取 した 。 水銀圧 入式

ポ 卩 シ メ ータ に よ り細孔径分布 を測定 し，細孔

容積お よ び 平均細孔 半径 を算出 し た。

2．4 供試体の 作製方法と養生剤の 塗布方法

　各種供試体 の 作製は ，JISA1132−1999に 準拠 し．

脱枠まで の 期 間は 20℃ 60％RH の 恒温恒湿室に

静 置 し た。供試 体は コ テ 仕 上 げ し た 後，天 端面

を合板 で 覆 い ，型 枠存 置中 に コ ン ク リー トの 表

面 か ら水分 が 逸散 し な い よ う配慮 し た。

　写真 一1 に養生剤 の 塗布状況お よび保水 シー

ト貼付 後 の 供試体 を示す。それぞれ の 養生剤 は，

所定材齢 で 脱枠 し た 直後 に
，

メーカ ーが 推 奨す

る標準塗布 量 を各種供 試体 の 表面 に 塗布 した。

水 分蒸発量試験用 供試体 で は，所定 量 の 養 生剤

を正確 に 塗布 す る た め に 養 生剤 の 付 着が少 な い

プラ ス テ ィ ッ ク製の ヘ ラ を使用 し た。また，型

枠 と供試体側面 の す きまか ら水分 が 蒸発す るの

を防ぐ た め ，あ らか じ め シ ー
ル 剤に よ り型枠と

供試 体 の 魔界 を シ
ー

ル し た 。圧 縮強度，中性化

お よび長 さ変化試験用供試 体に っ い て は，養生

剤を霧吹き で 噴霧 し た ．霧吹 きに よ る塗布作業

は ， 塗布 ブ ー
ス の 内部 で 行 い

， 養生剤 が気 中 に

拡散す る の を防 止 し た 。 また ，供試体表面 に 均

等量 の 養 生剤を塗 布す る ため，霧 吹 き 1 押 し あ

た りの 散布 量 をあ らか じめ測定 し，養生剤 の 使

用量 と供試 体 の 散布 面 積に 応 じ て 散布 回 数を設

定 した 、

　保水 シ
ー

トは ， コ ン ク リー ト表 面 が 気中 に 露

出 しな い よ う供 試 体に 直接貼 付 し た。

　封緘養生用供試体は ，材齢 1 日で 脱枠 し た後，

ポ リエ チ レ ン 袋に人れ て密閉 し た。気巾養生用

供試体 は，養生剤 を塗布 した 供試体 と同 じ暴露

環境 に 放置 し た
．

2．5 養生後の 供試体の 暴露環 境

　所定 の 材齢 で 脱枠 し，養 生剤塗 布お よび保 水

シ
ー

トを貼 付 した供試 体 は ，20 ± 2℃ ，60 ± 5％

RH に調整 し た恒温 恒湿 室 お よ び 風雨に 曝 され

日射の 影響を受 ける屋外環魔で 6 ヶ 月暴露 し た 。

屋外環境は ，東京 の 平野部で 3 月
〜8 月 の 期 間，

気温 0〜35℃，湿度 15〜100％ の 範囲 で 推移 し た。
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種養生剤を用いた供試体

圧縮強 度発現特性 （脱 枠 材齢別

3．実験結果お

び考察 3 ． 1 室 内 環境に 暴 露し た場 合

（ 1 ）水分 蒸発量 　 各
種養生 剤 を用いた 供

試

の水 分蒸 発 量 の 推 移を，乾 燥 開始材 齢別に

一 1 に示 す。 保 水 シ ー ト E を用 いた場合 は

封緘 養 生した場合と 同様 にほ と んど水

の 逸 散が な く ，乾 燥開 始 材 齢に 係 わら ず

れ た保 湿効果を 有 し ていた， 、 　方 ，気中

供 試体を さら した場合 は ， 早期 に合板 を 撤 去

る ほど 水分蒸発量が増 大 し， 材 齢182 口 の 水 分

発量は，乾燥開 始 材 齢7 目に 対して，乾 燥

始 材 齢 1 日 で は 約 1 ，8 倍 であ っ た。 　膜 養

剤を 用 い た場 合 は ，気中養 生 と 同 様 に 徐 々

水分が 逸 散 す る 結果となっ た、 、 養生剤 B を用

た場合には， 気 中養 生に対して， 乾 燥 開 始

齢 1 目で は 20 ％， 7 日で は 10 ％ 程 度 の水分

抑 制
効 果 が認 め ら れ た が ，種 類に よっ て は ほ と

んど効果がな い 場 合 が あ るこ とも 判明 した 。な

お，この原囚 とし

は ， 塗布方法 ，重 ね 塗りの 回数 や塗布 時の

ス の影響などが 考え
ら

れる。

（2
）圧縮

度
　各

養生

を用い た供

体
圧

縮
強度

現特

性 を脱

材
齢

別に

一2に示す。　茹
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水

蒸
発率（ ％） 図一 3 　水分 蒸発 率 と圧縮 強

比 の関係 　 保 水 シー ト Eで は ， 脱枠材 齢 に

らず いずれ も 封緘養 生と 同等以上の強 度 発

が 得 ら れ たL ）。 ・ 方 ， 気中 養生およ び膜養

剤を 川 い た 場 合 は 水 分 蒸発 量 が大 き いも の

ど 強 度発 現 が 小 さ く な った 、 材 齢 1 日 で

枠した場合， 養生剤 B を 用 い るこ

で気中 養生に 比 べ て 約 20 ％の強度が 増大し

い る が， そ の 他の 養生剤を用い た 場合 は気

養 生 と大差 な く ， 封 緘 養 生 し た 場 合の 50

程 度に と どまる結 果 となった。 　材齢18

  ﾉ お け る各 種供 試 体 の 水分 蒸発率

と
封緘養

生

対 する
圧
縮強 度 比 の 関 係 を 図 一 3 に 示 す 。 供試体の 養 生 方 法 に
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　（3）中性 化深 さ

　各種供試体 の 促進中性化試 験結果を図
一4 に

示 す 。保 水 シ
ー ト E を 用 い た 供試 体 の 中性 化 深

さは ，封緘養生 し た 場合 と ほ ぼ同等 で あ っ た。

ま た ，養 生剤 B を用 い た 場 合 は 気中養生 に 比 べ

約 20％程度 の 抑 制効果が認 め られ た。さらに，

養生剤 B ， C お よび 気 中養 生 で は，早期 に脱枠

し た場合ほ ど中性 化深 さ が 大 きく ， 材齢 7 口 で

脱枠 した場合 に 対 し て ，材齢 1 日 で 脱枠 し た 場

合の 中性化深 さは L5 倍 以上となっ た。

　 水 分蒸 発率 と中性 化深 さの 関係 を図
一5 に示

す 。 養 生 条件 の 違 い に よ ら ず ， 供試 体 の 水 分蒸

発率 ととも に 中性化 深 さ も増大す る結果 とな り，

両者 の 間に は 相関が認め られ た n

　（4）長 さ変化

　各種供 試体 の 乾燥収縮特性 を図
一6 に示す 。養

生剤 A 〜D を用 い た場合 は，気中養 生 した場 合

とほぼ同等 の 収縮特性を示 し，収縮ひ ずみ は材

齢 182 日で 600 μ と な っ た。
一

方，保水 シ
ー トE

を用 い た 場 合 の 収縮ひ ずみ は ，同
一

材齢 に お い

て 300μ で ，約 50％ の 低減効果 が 認 め ら れ た 。

なお ， 上記 の 結果 に は，セ メ ン ト自体 の 自己 収

縮の 影響を含ん で い る 。

　（5）細孔 径分布

　材齢 10 で 脱枠 し た供試体 の 材齢 91 目に お け

る細孔径 分布 の 測定結果を図
一7 に示す．

　全 細孔量は い ずれ の 供試体も約 O．lmYg 程度 で

大差 が なか っ た が，平均細孔 半径 は 養生 方法 に

よ る 差異 が 認 め ら れ た。保 水 シ
ー

ト E を 用 い た

場合は，封緘養生 の 場合 と ほ ぼ同等で 7．2nm で

あ るの に対 し，養生剤 B ，C を用 い た場合は，

10．8nm，12．9nm，気 中養 生 の 場 合は 18，1nm で あ

っ た。図
一7 によれ ば，上記 した平均細孔半径が

大 きい 場 合 ほ ど径 の 大き い 細 孔 の 割合が 多い 傾

向が認 め られ る。特に，保水 シ
ー ト E を用 い た

場合 は，10nm 以下 の 細孔 が 卓越 し て封絨養生 の

場合 に 近 い 分布 を示 した の に対 し，養 生 剤 B で

は ， 30nm〜700nm の 径 を有す る細孔 が卓越 し気

中養 生 の 場 合 に 近 い 分布 を示す 結 果 が 得 ら れ た 、，

一821一
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図一8　屋外に 暴露 した各種供試体の 水分蒸発量の 推移と圧縮強度，促進中性化試験結果

3．2 屋外環境 に 暴露 し た場合

　屋外環境に暴露 し た各種供試体 の 水分 蒸 発 量

の 推移 と圧縮強度発現特性お よび 促進 中性化試

験結果 の
一・

覧を 図
一8 に 示 す 。

　水分 蒸発量 に関 し て は 、気象作用 に よ る乾湿

の 影響 を受 け て お り養 生 剤 の 適用 効 果を評価す

る こ とは困難で あ る が ，屋 内の 恒温恒湿 ドに 暴

露 した場合 に比較 して 経 時 に 伴 う水 分蒸 発 最 の

変化は 少 な か っ た 。

　圧 縮強度に つ い て は，養生剤を塗布 し た い ず

れ の 供試体も ，封緘養生 と ほ ぼ 同等で 材齢 28 日

で の 圧 縮強度が 30N ／mm2 以 上 とな っ た。な お ，

材 齢 182 日で の 封 緘養生 と気中養生 の 強度差 が

屋 内暴露環境下では約 10N ／mrn2 であ るの に対 し，

屋外 に暴露 した場合 は約 3N！mm2 と大差な い 結

果が 得 られ た 。

　中性 化深 さに っ い て は ，材齢 3 冂 以 降 の 脱枠

で は，封縅養生 お よ び 気 中養生 を含む い ず れ の

養生剤に っ い て も同程度で あ っ た 。

　以 上 の よ うに，屋外 環境 にお い ては気象条件

と して 風 雨 や 日射の 影 響 を受 け る た め ，前述 し

た屋 内環境 の 場合 とは異な り，封絨養生 と気中

養生 の 相違が ほ とん ど生 じ て い な い 。そ の 結果 ，

水分蒸発率 の 変化が小 さ く，圧 縮強度や 中性 化

深 さに関 して も各供試 体 間 の 差 も小 さい 結 果に

な っ た もの と考え ら れ る n

4．ま とめ

　各種 被膜 型養生 剤お よび保水 シ
ー

トの 適 用が

コ ン ク U一 トの 強度お よび 耐久性 に 及 ぼす影響

に つ い て 検証 し た 。本実験の範囲 内 で 得 ら れ た

知見を以 下 に 示す。

（1 ） コ ン ク リー
ト表 面 の 乾燥 防 止 対策 と して

保水 シ
ー

トを用 い た場合，暴露環境に よ らず封

縅 養生 した場合 と ほ ぼ同等 の 乾燥抑 制効果 を付

与す る こ とが で き る．、

（2 ）各種被膜型養生剤 を供試体表面 に塗布 し

屋 内 の 恒温 恒 湿 環 境 ドに 暴露 した 場 合，こ れ ら

を 用 い な い 気 中養生 し た場合 と同様に 材齢 の 経

過 に 伴 っ て 水 分 が 逸散す る結果 と な っ た 。気 中

養生 に対す る乾燥低減割合は最大で も約 20％程

度 と少な く，膜養 生剤 の 種類や 塗布 方法 に よ っ

て は十分な効果が得 られ な い 場合があ る 。

（3 ）各種 養生方 法 を用 い た 場 合 の 圧 縮 強度特

性や 中性化深 さ は ，水分蒸発 率 と の 問に 高い 相

関 が あ る u ま た ，若材齢時に乾燥 の 影響 を受 け

た場 合に は大 きな径 の 細 孔 の 割 合が多 い 傾 向 が

あ る、、
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